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＜部屋移動＞
・水野　和子様～電子カルテ上、南D209号室→南C205号室へ移動となっています。
・居ヶ内　よね様～南B102号室→南D209号室へ移動となっています。
＜連絡事項＞
・本日からベッドマットレス消毒が開始となっています。予定表を印刷して分担表に挟んでいますので9：00までに南玄関前に運んでください。1日に処理できる枚数は9枚までとなっていますので周知お願いします。
・本日の当直が深澤Drですが16：30～18：30頃まで外部要件のため外出しております。
　その間、何かありましたら、深澤Drの携帯電話へ連絡してください。
＜患者様連絡事項＞
・成田　武次様～昨日、準夜帯にて次女様が来院。しばらく会っていないから面会にきたと話していますが、時間外であること、面会制限中であること説明し納得されています。電話が繋がらない事が多々あるため緊急時の電話番号について再度、確認していますが「折り返しいつも掛けています。」と話し、変更はいらないとのこと。面談については19時以降であればいつでも可能とのこと。
また、その際に神さんから入院費の未納について確認していますが「払　　いたいが、経済的に厳しい。東京在住の長女にも掛け合ってみます」との返答。それでもお支払いがされないようであれば、武次様の通帳と印鑑を病院預かりにすることも伝えています。
・角谷　守道様～ADLの低下が見られてきている為、CDユニットへ移動となったこと妻様へ伝え、了承得ています。現在、申し込んでいる施設は有料老人ホーム「ほがらか」のみ。ケアマネと相談し3月に入ったら他の施設も申し込みしていくとの事です。
・山田　石見様～胸部レントゲンと頭部CT実施しています。主治医より、本日分の吸引の指示と食事・内服止め指示あり。採血を含めた検査の結果を田名部Drへ報告し本日分のタゾピペ2V+生食100ml　（11：00～12：00、19：00～20：00）処方となっています。11：00妻様来院し、田名部Drより左肺炎の所見あること説明しています。緊急時対応について、当院での対処（心臓マッサージ・強心剤実施）希望あり。緊急時同意書更新しています。また、息子様にも電話にて状態説明しています。
主治医より明日から抗生剤3本/日、1週間の指示あり。本日の2本目にフロセミド0.5A　混注の指示あり。
・西澤　信様～便秘時の継続指示薬のセンナリドが5回分処方となっています。
・本澤　光雄様～頭痛時の継続指示薬ロキソプロフェンNa錠が5回分処方となっています。
・福田　りわ様～硝酸イソソルビドテープが1週間分処方となっています。
・宮崎　榮子様～有料老人ホーム「あおい」から入居可能の連絡あり。2/13(火)10:00に長男妻の迎えで退院予定。通勤先は当院。必要書類：サマリー、情報提供書（ワーカー作成）、次回通院日に間に合う分の処方薬。介護サービス：福祉用具(介護ベッド)、ヘルパー、デイサービスの予定です。
・鹿島　みさ様～あおぞらクリニック宛の紹介状を依頼しています。また、3週間分の退院時処方とシンラック液1本、頓服薬のリスペリドン10回分処方となっています。また、頓服薬のオランザピンは使用していない為、処方なし。残あれば持たせてもよいと主治医より指示ありました。2錠残っていますので持たせて下さい。
・居ヶ内　よね様～おやつを衣類と一緒に介護訓練室に保管しています。ご家族様が来院したら返却お願いします。
・小笠原　澄子様～息子様より、2/10(土)13：00～2/12(月)17:00外泊の依頼あり。来院した際、ワーカーより退院先についての話を聞きたいとの意向がありましたので、生駒・大川PSWが対応していきます。
・小笠原　正成様～現在、持参薬服用していますが2/8(木)朝より当院切り替えとなり以後、定期となります。2/8(木)朝昼の持参薬は破棄の指示あり、本日破棄しています。
＜要注目患者様＞
・居ヶ内　よね様～バイタルサインの異常はありません。痰鳴なく経過しています。排便が‐6日目となっている為、指示確認していきます。部屋移動、経管栄養の件についてご家族様に連絡しています。部屋移動の件は了承あり。経管栄養に関しては主治医から話を聞きたいとの事で面談調整し再度、連絡することとしています。
・嶋守　與之様～朝食は軽度むせ込みありますが、エプリッチと副食は全量、主食・汁2/3摂取し、昼食はエプリッチ全量、主食汁1/2、副食2/3摂取しています。傾眠傾向にありますが、声掛けに開眼する様子見られています。エプリッチの摂取状況良い為、1本→2本へ変更しています。
・山田　石見様～体温37.0～37.1℃、脈拍114～126回/分、血圧80～81/55ｍｍHg、HR100～120台、酸素飽和濃度85～95％にて経過しています。痰鳴あり、適宜吸引施行。腹部膨満継続あり、排尿量少なく、顔面浮腫軽度あり。意識レベルは低下なく、酸素マスク外しあり都度介入しています。点滴トラブルなく施行しています。
・種本　サハ様～バイタルサインの異常や感冒症状はありません。
・大里　光子様～腰痛の訴えなく経過しています。
・細越　國男様～朝食後、便失禁あり。ホールにてズボンを下すことあり介入要しています。
・西澤　信様～便失禁あり。汚染衣類を丸めて車椅子の後ろポケットに押し込んでいることあり、回収しています。
・川村　喜一様～深夜帯にて咳嗽聞かれており、同室の西澤信様がうるさいと怒鳴ることがあったとのことです。日中は咳嗽聞かれず、トラブルなく経過していますが、経過観察して下さい。
・坂上　忠三郎様～昨日は20：30頃より入眠し夜間良眠で経過していますが、日中は傾眠傾向過ごしています。
・宮崎　榮子様～1：00中途覚醒していますが、再入眠できています。
・南　サイ様～体温36.3℃～37.0℃。他バイタルサイン異常はありません。腰痛の訴えは持続。「起きていても、寝ていても痛いのは一緒だ」と話されています。
また、食事は朝昼ともに介助にて主食2/3、副食1/2、汁1口、補食不食。昼食は主食とメイバンスミニは全量、副食2/3、汁は不食。汁にトロミがついていることに対して不満を訴え不食していることから、食事形態を変更し汁トロミ解除しています。
・水野　和子様～血圧168/89mmHg～164/68mmhgで経過。メイバランスミニは朝30ml、昼150ml飲用しています。点滴トラブルなく経過し、多動さもみられていない為、継続指示のラックテック500ｍｌ追補しています
・中沢　司様～朝昼ともにホールで食事摂取することできています。
・老久保　英様～昨日、消灯後より体動活発さあり、不眠で経過している為、23：30不眠時継続指示ルーラン（4）1T服用していますが、浅眠。日中も体動活発で発語多く聞かれています。睡眠状況を主治医へ報告し、デジレル(25)4T→5T、ルーラン(8)1T→2T増薬となり、他同内容で明日の朝から2週間分処方となっています。
・成田　武次様～午前中、スタッフの声掛けに返答し体動も見られていますが、閉眼したままでいること多く見られています。午後より開眼していますが、経過観察して下さい。
・大塚　キミ子様～ベッドまたは椅子からの立ち上がり頻回。スタッフが付き添うと「いらないから」とやや表情硬く話しています。
・鹿島　みさ様～義歯のブリッジの部分が破損しています。
・木村　留吉様～夜間帯に3回の軟便あり。また、トイレに間に合わず床に排泄してしまうことあり。引き続き、排泄状況を確認して下さい。
・阿部　憲幸様～5：00起床し、テレビが観たいと要求あり。時間が早くまだ付けられない事を伝えると一応の了解を示すが20分後くらいに再度、同訴えあり。説明に易怒的となり「つけてくれてるって」と大声で言い、自室のドアを荒々しく閉めていることあります。日中は易怒性なく穏やかに経過しています。経過観察して下さい。
・立花　榮子様～深夜2：00覚醒し、徘徊繰り返しています。ホールへ行きテーブルを倒す事あり。その後も再就床することなく徘徊し見守り・介入要しています。日中も眠気なく棟内徘徊していること多く、主治医へ情報提供しデジレル(25)1T　1×夕食後、ゾピクロン(7.5)1T　1×寝る前が9日分処方となっています。 

・角谷　守道様～部屋が分からず他室へ入り、他者から怒鳴られる事あり。表情硬い為、トラブル無いよう介入して下さい。

・川原　國子様～仰臥位の拒否ある為、体位変換は【左・右】にします。
〇処置終了
・嶋守　與之様～右足背の表皮剥離は治癒している為、処置終了。
・種本　サハ様～右鼠径部の水疱は治癒している為、処置終了。
＜相馬SGMより＞
・鹿島　みさ様が退院後、東病棟より佐々木　博子様が転入予定となっています。
・準夜勤務者が当日0時までの受診オーダーのチェックを行っていると思いますが、漏れ
が多い為、確実にチェックし当事者へ申し送りお願いします。また、準夜帯の0時の点
滴交換の実施処理の漏れも多い為、忘れずに実施処理して下さい。。
＜皮膚科＞
・嶋守　興之様～胸部に掻痒あり、デルモゾールDP塗布の指示あり。
・草間　麗子様～右大転子部、左鼠径部、左下腿部に掻痒による表皮剥離あり。アズノール+ラップ保護の指示あり。
・鹿島　みさ様～陰部～臀部の皮膚状態は改善傾向にある為、薄く塗布するよう指示あり。退院後も含めてエキザルベ2本処方となっています。
・坂上　忠三郎様～腹部、右下腿は処置終了。右膝に痂皮あり。ゲンタシン+ガーゼ保護の指示あり。
・角谷　守道様～背部と両腕に掻き傷あり。デルモゾールDP塗布の指示あり。
・宮崎　榮子様～右第5趾スピール膏除去し皮巣裂消失しています。ガーゼ保護の指示あり。
・野月平　チエ様～今週も軟膏処置中止し経過観察の指示あり。
〇処置終了〇
・五十嵐　恵子様～左足背の処置は終了。
・小館　アツ子様～両腋窩・両乳房、腰部～大腿部の処置は終了。
＜褥瘡評価＞
・嶋守　與之様～【仙骨部】点数6点　(前回13点)
　　　　　　　　改善傾向。食事はエプリッチを1本→2本/日に変更しています。
　　　　　　　　2回/日の処置を継続して行い、早期治療していく。また、体重減少著しい為、褥瘡の発生リスクが高いことを意識しながらケアを行っていく。
